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私たちは､一人でも多くの人が、
｢人生100年時代｣を

ワクワク、楽しく生きていける、
日本発の｢ライフシフト社会｣を創りたい。

Âライフシフト･ジャパン(LSJ)のビジョン
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ÂLSJの活動①ライフシフターの発掘･紹介

人生100年時代のロールモデル「ライフシフター」の発掘･紹介
■HP連載コンテンツ

｢ライフシフター･インタビュー｣
（2017年～/100名以上のロールモデルが登場）

■書籍
｢実践! 50歳からのライフシフト術｣
NHK出版（2028年12月発売）
＊22人のロールモデル集
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ÂLSJの活動②個人のライフシフト支援

Â 100年ライフをデザインするワークショップ『LIFE SHIFT JOURNEY』
Â 1on1スタイル『あなたの｢変身資産｣発見ダイアログ』

・個人向けに毎月2～3コースを開講 ・アセスメント＋1on1を個人向けに提供
（毎月25セッション）
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ÂLSJの活動③企業･組織の変革を推進する活動

｢カイシャの未来研究会2025｣
個人を起点とした企業･組織変革の支援

■｢カイシャの未来研究会2025｣コアメンバー



Kick Off（2018/12/4 ）

日本版｢ライフシフトの法則｣フォーラム

｢カイシャの未来研究会2025｣



1st Stage（2019/7/1 ）

｢会社を出会いの社にしよう！｣拡大フォーラム

｢カイシャの未来研究会2025｣



自身の｢想い｣に気付く場所。
｢旅の仲間｣に出会う場所。
｢変身資産｣を高める場所。
人生の｢主人公｣になれる場所。

会社を
｢出会いの社｣
にしよう。

やしろ

｢カイシャの未来研究会2025｣



｢想い｣領域
｢旅の仲間｣領域

｢変身資産｣領域 ｢主人公｣領域

会社の｢想い｣を
表現しよう｡発信しよう｡

人と会社は、
｢想い｣でつながろう。

一人ひとりが｢想い｣に
気付ける機会を創ろう。

会社を小さくしよう。
｢社会企業｣になろう、
｢市民｣になろう。

一人ひとりを信頼して、
託そう、任せよう。

｢有形｣｢無形｣の報酬を
一人ひとりに伝えよう。

人が自分と向き合える
機会を生み出そう。

｢変身資産｣が増える
エコシステムを創ろう。

日本の会社が持っていた
共同体性を取り戻そう。

｢複業｣を奨励しよう。

会社を超えた職能コミュ
ニティを生み出そう。

会社同士が
もっとつながろう。

会社は､自立＆自律した
個の育成に責任を持とう。

会社は､｢いろんな人｣と
つながろう。

｢就活｣を改革しよう。

人が｢シフト｣しやすく
なる仕組みを創ろう。

会社は､｢去りし人｣とも
つながろう。

｢カイシャの未来研究会2025｣



2nd Stage

｢ヒト･ドリブン経営｣を実践するフラッグシップ企業研究

｢カイシャの未来研究会2025｣



3rd Stage（2021/7/7 ）

オープンフォーラム｢『変身資産』が会社を変える」

｢カイシャの未来研究会2025｣



4th Stage（2022/1/20 ～）

KX カイシャ･トランスフォーメーション10KX Sessions

｢カイシャの未来研究会2025｣
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2024年3月18日スタート

シリーズセミナー｢人生100年時代の人的資本経営｣
～｢“人”が主役の会社｣をつくる5つの視点～
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人生100年時代×人的資本経営

｢“人”が主役の会社｣

一人ひとりが､人生の主人公として､
学び続け､変わり続けることが出来る会社
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Â｢“人”が主役の会社｣をつくる5つの視点

①一人ひとりが､そのままの自分を解放していること
（ウェルビーイング、心理的安全性）

②多様な属性､多様な価値観を持った仲間に溢れていること
（D&I、正社員時代の終焉）

③部署､社内外の枠を超えたつながりから､共創が生まれていること
（オープンイノベーション、マルチリレーション社会）

④一人ひとりの想いや好奇心が事業創造や組織変革の起点となっていること
（エンゲージメント、両利きの経営、キャリア自律）

⑤一人ひとりが学び続け､変わり続ける機会に溢れていること
（リスキリング、人的資本経営）
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Â｢“人”が主役の会社｣の両輪

人生の主人公としての

個人の目覚め
“人”を主役とした

組織の進化

｢“人”が主役の会社｣の両輪

¸人生の主人公として生きようとする意志
¸会社に依存しない自立心
¸プロフェッショナル意識
¸キャリア自律/キャリア･オーナーシップ
¸｢人生100年時代｣をポジティブに生きる

¸｢会社主語の経営｣から｢社員主語の経営｣へ
¸コミュニティとしての｢職場｣の再創造
¸多様なコミュニティが躍動する組織へ
¸“学び続け､変わり続ける組織”になる
¸Do-ingよりもBe-ingが大切

(何をするか) (どうあるか)
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Âライフシフト･ジャパンが提供するサービス/ツール

人生の主人公としての

個人の目覚め
“人”を主役とした

組織の進化

Âライフシフター･インタビュー
・人生100年時代のロールモデル

Âライフシフトの法則
・100年ライフをデザインするフレームワーク

Â変身資産アセスメント
・一人ひとりの“変わるチカラ”を可視化する

ÂLIFE SHIFT JOURNEY
・100年ライフをデザインするワークショップ

ÂKXメガネ
・“人”と会社の関係性を可視化するツール

ÂKXメソッド
・“人”を起点とした組織進化メソッド

ÂKXの道具箱
・組織進化の実践をサポートするツール･ボックス

ÂKXオーガナイザー養成講座
・組織進化の推進者を養成するプログラム
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“人”を主役とした

組織の進化
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Â《KX》とは

《KX》＝カイシャ･トランスフォーメーション

一人ひとりが、自身の職場・仕事環境を、
つながりの再創造を通して生まれた仲間とともに、

さまざまな道具を活用しながら、
｢“人”が主役の会社｣へと変えていく

組織進化のプロセス
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｢“人”が主役の会社｣をデザインするフレームワーク

＜KX メソッド＞
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＜KX メソッド①＞

ありたい姿を見出す
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Â｢“人”が主役の会社｣をつくる5つの視点

①一人ひとりが､そのままの自分を解放していること
（ウェルビーイング、心理的安全性）

②多様な属性､多様な価値観を持った仲間に溢れていること
（D&I、正社員時代の終焉）

③部署､社内外の枠を超えたつながりから､共創が生まれていること
（オープンイノベーション、マルチリレーション社会）

④一人ひとりの想いや好奇心が事業創造や組織変革の起点となっていること
（エンゲージメント、両利きの経営、キャリア自律）

⑤一人ひとりが学び続け､変わり続ける機会に溢れていること
（リスキリング、人的資本経営）
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Â｢“人”が主役の会社｣をつくる5つの視点

①一人ひとりが､そのままの自分を解放していること
＝“わがまま”セントリック

②多様な属性､多様な価値観を持った仲間に溢れていること
＝“旅の仲間”バラエティ

③部署､社内外の枠を超えたつながりから､共創が生まれていること
＝“つながり”リデザイン

④一人ひとりの想いや好奇心が事業創造や組織変革の起点となっていること
＝“想い”ドリブン

⑤一人ひとりが学び続け､変わり続ける機会に溢れていること
＝“機会”インフィニティ



24

みんなの“わがまま”を実現しよう。

自分を感じよう。自分を信じよう。

｢人生の主人公は自分｣と囁き続けよう。

何でもオープンにしあえる場にしよう。

一人ひとりの“わがまま”を引き出そう。
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ひとの人生に口出ししよう。

かけもちをニューノーマルにしよう。

雇用や採用の常識を打ち破ろう。

“いろいろな人“に溢れた場にしよう。

一人ひとりを見える化しよう。
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上も下も内も外もなくそう。

会社を心が通うサイズにしよう。

会社を超えたつながりの機会を創ろう。

《会社の一員》というレッテルを剝がそう。

縁結びをしあおう。化学反応を起こそう。
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未来の話をしよう。青臭い話をしよう｡

ワクワクする妄想を大切にしよう｡

一人ひとりが“想い”に気づける場にしよう。

会社の“想い”はみんなで創ろう｡

会社とは“想い”でつながろう。
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未来を見よう。変わり続けよう。

繋ぎとめをやめよう。惹きつけよう。

雇用よりも人の“生き生き”に責任を持とう。

主権在民で行こう。

一律をやめよう。制約を解き放とう。
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一人ひとりの“わがまま”を引き出そう。
何でもオープンにしあえる場にしよう。
みんなの“わがまま”を実現しよう。
自分を感じよう。自分を信じよう。
｢人生の主人公は自分｣と囁き続けよう。

“いろいろな人“に溢れた場にしよう。
一人ひとりを見える化しよう。
ひとの人生に口出ししよう。
かけもちをニューノーマルにしよう。
雇用や採用の常識を打ち破ろう。

《会社の一員》というレッテルを剝がそう。
縁結びをしあおう。化学反応を起こそう。
上も下も内も外もなくそう。
会社を心が通うサイズにしよう。
会社を超えたつながりの機会を創ろう。

未来の話をしよう。青臭い話をしよう｡
ワクワクする妄想を大切にしよう｡
一人ひとりが“想い”に気づける場にしよう。
会社とは“想い”でつながろう。
会社の“想い”はみんなで創ろう｡

主権在民で行こう。
一律をやめよう。制約を解き放とう。
未来を見よう。変わり続けよう。
繋ぎとめをやめよう。惹きつけよう。
雇用よりも人の“生き生き”に責任を持とう。
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＜KX メソッド②＞

変化のサイクルを回す
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＜KX メソッド③＞

旅の仲間と交わる
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＜KX メソッド④＞

道具を活かして変わる
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お試し社員
制度

パートタイマーなどに
１ヶ月間正社員と同じ仕
事をしてもらい、その間
にコミュニケーションや
やりがいなどの理解を深

めてもらう

妄想
コンテスト

会社の規範、今の仕事の
枠を超えて、一人ひとり
が想いのままに、妄想を
出し合う場づくり。シニ
アの｢心の解放｣に効果的。

条件
コミュニケーション

毎年､一人ひとりと､どん
な有形/無形報酬を望むか
対話する｡サイボウズ｢100
人いれば100通りの働き方

/人事制度｣の中核施策

All Free
ディスカッション

やりたいこと、変えたい
ことを出し合う場。｢上司
のマウント厳禁」「資料
の事前確認なし」若手の
想いを引き出す時に有効。

CANの統合

自身の経験、保有能力
（CAN）の棚卸しを通し
て、自身の新たな姿＝未
来キャリアの可能性を引
き出すグループワーク

Â《KX》ツールの一例《“想い”ドリブン》
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Â《KX》メガネ

あなたの心の中にある“カイシャ” を映してみよう。

あなたは生き生きと働いていますか?
仕事をしている環境や状態に満足しているでしょうか?

もっとワクワク楽しく働くためには、何があるといいのでしょうか?
あなたが今働いている“カイシャ”は、あなたに何をもたらしているのか。

50の質問に答えて、あなたの心の中を映し出してみましょう。
“カイシャ”を変えるKX（カイシャ・トランスフォーメーション）の

旅に出るために。
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＜KX メソッド④＞

道具を活かして変わる
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｢“人”が主役の会社｣をデザインするフレームワーク

＜KX メソッド＞
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Â《KX》のクレド（行動指針）

私から始まる､KX。
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We-ing phase 0

I 

《KX JOURNEY》

心が騒ぐ

旅に出る

自分と出会う

学びつくす

主人公になる

｢個人の目覚め｣
(LIFE SHIFT JOURNEY)
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We-ing phase 1

Team

未来が言葉になる
●ありたい姿（Common Good）の萌芽創出

心を解き放つ
●「モヤモヤ」と向き合う

●「カイシャへの隷属」からの解放の起点"

冒険を始める
●自己との対話≒カイシャ・クラフティング
⇒「何がしたくて、どうありたくて、このカイシャに来たの?」
●自己との対話を深める「旅の仲間」の登場

想いが溶け合う
●「同志」の獲得
●「I⇒We」への視座の転換
●「熱意（enthusiasm）」の醸成

私たちが変わる
●活動を通したチームの変容

《KX JOURNEY》
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We-ing phase 2

Community

心を解き放つ 
●「先入観・思い込み」を取り去り、
状況を「ただ見る」
●「キーパーソン」になったつもりで
見えている景色を想像する

私たちが変わる
●活動を通したコミュニティの変容

冒険を始める
●キーパーソンとの対話
≒創発的カイシャ・クラフティング
⇒テーマの「わがごと化」 

想いが溶け合う
●「師・庇護者・預言者」の獲得
●「We」の視座向上 

未来が言葉になる
●“ありたい姿（Common Good）の構想化

《KX JOURNEY》
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We-ing phase 3

Formalization

心を解き放つ 
●「全体を見る」
●「経営メンバー/事業責任者」に
なったつもりで見えている景色を想像する

私たちが変わる
●ありたい姿の実現を通した
組織の進化

冒険を始める
●経営メンバー/事業責任者との対話
≒創発的カイシャ・クラフティング
会社/事業の「わがごと化」

想いが溶け合う
●「領主・寄贈者」などの獲得
●「官僚」との協調
●「We」の視座のさらなる向上

未来が言葉になる
●"ありたい姿（Common Good）
の具現化

《KX JOURNEY》
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KXオーガナイザー(KXO)とは、

KXメソッドを活用して､
｢組織の進化｣を推進するプロフェッショナル。
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KXOは､どこにいる？

KXO

KXO

KXO

KXO

KXO

会社のトップやマネジメント部門で組
織開発の役割を担う人たち

それぞれの職場で､
モヤモヤを解消すべく動き出す人たち

会社の外側から会社をより良くしよう
とする専門家の人たち

タイプA

タイプB

タイプC
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ÂKXオーガナイザー（KXO）とは

ライフシフト・ジャパンは、「一人でも多くの人が、人生100年時代をワク
ワク、楽しく生きていける、日本発のライフシフト社会を創る」というビ
ジョンを掲げています。その実現の一大テーマである「“人”が主役の会社」
の創造を、ともに推進していただく仲間、それがKXOです。

具体的には、ライフシフト・ジャパン開発の「KX ４つのメソッド」や「KX
メガネ」などのKXツールを活用した「組織の進化」施策（企業内でのセミ
ナーやワークショップの実施、キーパーソンの発掘や動機づけ、1on1での
コーチングなど）の実施が可能です。

＊ご自身のフィールドで自由に展開いただけます。
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Part 1 

全体像の把握・理解

【Day1】10/5 (日) 9:00～12:30

KXの世界観・哲学
●｢“人”が主役の会社｣とは?
●KXとは? 

【Day2】10/12 (日) 9:00～12:30

KXメソッド概論
●＜KX メソッド①＞ありたい姿を見出す
●＜KX メソッド②＞変化のサイクルを回す
●＜KX メソッド③＞旅の仲間と交わる
●＜KX メソッド④＞道具を活かして変わる

Part 2 

事例研究を通した体系理解

【Day3】10/27～11/2 日程は各チームにて決定
Phase1 “Team”
●A社の事例研究を通してPhase1 を考える

【Day4】11/3～9 日程は各チームにて決定
Phase2 “Community”
●B社の事例研究を通してPhase2 を考える

【Day5】11/17～23 日程は各チームにて決定

Phase3 “Formulization”
●C社の事例研究を通してPhase3を考える

【Day6】11/24～30 日程は各チームにて決定
KX テーマ&アプローチ
●D社の事例研究を通してKXの立ち上げ方を考える

*11/16（日）に中間レビュー会を実施する予定です。参加は任意です。

Â KXO ２期生トレーニングプログラム

Part 3

実践に向けての構想創り

【Day7】12/14 (日) 10:00～15:00/昼食休憩1時間

｢私のKX構想｣
プレゼンテーション
●想定企業でのKX構想シナリオ作成
●事前学習 : ｢X社のKX構想｣プレゼンテーションの作成

【Day8】12/21 (日) 10:00～15:00/昼食休憩1時間

｢KXO修了研究｣
プレゼンテーション
●自身の興味関心・強みを生かしたKXOとしてのビジョ
ン・アクションプラン構築
●事前学習 : KXO Vision/Action Sheet の作成
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■１期生の声

想像以上にハードなプログラムではありましたが、自分の課題にも気づ
き、新たに読んでみたい本も沢山でて来ましたし、実践もしながらさら
にKXについて深めていきたいと思いました。
何より素晴らしい1期の皆様と出会えたことが本当に良かったと思いま
す。
KXの道のりは険しい道なき道を歩んで行くようなところもありますが、
ネバーギブアップで頑張っていきたいと思いました、ありがとうござい
ました。
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■１期生の声

KXOとはなんだろう？ということに何度か立ち返りながらレポートを作
成していました。
なぜ組織は硬直しチャレンジしなくなるのか？というところを考えてい
たら、学校の教育制度にも影響があるのかな、と考えたりもしました。
もう少し模索したいと思います。
個人的には、宿題はハードではありましたが、妄想の世界で楽しむこと
ができました。
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■１期生の声

概念的なところが多く、自分が理解できているのか心配なところもあり
ましたが、回を重ねる毎に、自分なりの理解ができるようになったと感
じます。皆様とのセッションを通して、自分にない思考やアイディア、
スキルなどにたくさん触れることができ、とても勉強になりました。あ
りがとうございました！
5，6月あたりで東京に行きますので、KX飲み会したいです！皆さまと
直接お会いできるのを楽しみにしています！
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■１期生の声

”人”が主役の会社とは何か？について徹底的に考えることができた貴重
な3か月間となりました。
私の今の仕事上、TypeCとしてTypeAの方々と共に会社が主語となった
話が多かったため、極端に言うと全く異なる視点での組織変革のアプ
ローチを考えることができる機会となりとても良い時間を過ごすことが
できました。
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■１期生の声

KXOの事業コンセプトの意義に深く感銘を受けました。これは、もう一
度、ヒトとカイシャの価値を取り戻すムーブメントを起こす活動なのだ
と確信します。ピータードラッカーも言っています。「経営の目的は利
潤の追求ではない」「人を幸せにできる経営を目指す」と。
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■０期生の声

KXO講座があったことで、日々のお仕事の中で壁や障害を感じても、自
滅的な考えにならずに、工夫したり情熱を持ち続けることができました。
定期的に大切なことを確認し学ぶことができ、一緒に学ぶ仲間がいるこ
と、そのような場があることが心強く、感謝しています。
特にこの数ヶ月はピンチの連続で、一人だけだったら色んなことを諦め
ていました。
これから受講を検討される方がいたら声を大にして言いたいです。
業務で追い詰められ、時間がなく、オペレーションに圧殺されそうだと
いう方、にこそ、受けて頂きたいです。そういう時に諦めそうになる大
切なものを守り続ける灯を見つけられると思います。
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Â応募資格

①ライフシフト・ジャパンの活動に共感し、ともに100年ライフを楽しめる社会
の創造を目指す方

②組織変革や組織開発、人材開発、キャリア支援などの活動をされている方
＊企業・団体での役職、職務内容などの規定、特別な資格は必要ありませんが、5年以上の活動経験のある方を歓迎します。

③4日間のトレーニングプログラムすべてに参加可能であり、期間中のチーム活
動にもコミットすることができる方

④KXOのあり方を共に考え、KXツールなどの創造、アップデートに積極的に関
わって頂ける方

⑤KXOの交流、協働の場である「KXOコミュニティ」の活動の推進に積極的に
コミットして頂ける方

⑥ZoomとGoogle Driveが使用できるパソコン、メールアドレス、オンライン環
境が整っている方
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Â料金体系

■トレーニングプログラム受講料

・ 132,000円(税込)

■登録料・年会費・更新研修料

・登録料(初回のみ)：5,500円(税込)
・年会費(システム利用料)：11,000円/年(税込)
・更新料(3年に1回)：22,000円(税込)
＊更新研修料を含みます。
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